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Wordsworth and the Edinburgh Review

-His Chief Scourge

Shuji Yamada

Wordsworthの晩年, Lake Districtに居を移してきた二人の女性がいた。 Wordsworthの詩を

愛したことが動機だった。一人はBathから来たIsabella Fenwickだった　Wordsworth65才。

Miss Fenwick55才頃のことだった。 1843年に,貴重なtheIFnotesが残った。もう一人は

"eccentric　なHarrietMartineauだった。自身作家であり,広く,遠く,旅することを愛し,

又「経済・宗教・税法そして歴史に関して講義もする」 (p.317)多才ぶりであった。 1845年,

彼女が43才の時, Lake Districtに移って来た　Rydalの家で, Wordsworthの語る言葉に耳傾け

る機会の重なったある日, Martineauは, Wordsworth自身が語った言葉として次のような記述

を残している。 "It was the reviewers who had prevented him from earning more than £100 a

year for a very long period'つp.319)。後年のWordsworthのこの述懐を手懸かりに　reviewers

がWordsworthにどう関わったのか,特に, theEdinburghReviewを中心に考えてみる。

I

Lyrical Balladsは1798年9月に出版された。匿名であった。その時WordsworthはColeridge,

Dorothyと同道して,すでにドイツへの旅に出てしまっていた。 LyricalBalladsは, "the single

most influential book of poetry in the history of English Literature" (p. 96)と今日評価されるも

のであった。特質の1つは, 「理性の時代」を越えようとしたことであった。 Popeの確立した詩

型やstyleを踏み越えることであった。社会情勢も,産業革命,アメリカの独立,フランス革命

と,激しい変化の時代であった。価値感が大きく変っていく時代であった。 Wordsworthの試み

は, "nature　と"matter-of-fact"を主題に,それを"conversational style and content" (p. 102)

で表現しようとすることであった。 18世紀の伝統は, "rigid"で,言葉は"flowery"で,形式は
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"strictly metric"で, "heavy classical influence　が支配するものだった。 Reviewersは"perfect

hexameters or iambic pentameters"をよしと評価していた　Wordsworthはそれに"revolt　す

る決心であった。 (p.103)この時点までは, Wordsworthの20才代の人生,思想のあらゆる面に,
一

大きく関わったフランス革命の影響が,表立っていた。

一つの提言として, 1798年版のLyrical Balladsに, "Advertisement,が付けられた。 600語あ

まりの短いものであった。詩の素材は"are to be found in every subject which can interestthe

human mind"ということ。そして, LyricalBalladsに示された詩作品の大多数は"experiments

と考えられるものである。それらの詩は, "how far the language of conversation in the middle

and lower classes of society is adapted to the purposes of poetic pleasure" (PW p. 116)であるか

を確かめることを,主要な目的として書かれたものである。多くの同時代の作家達の"the

gaudiness and inane phraseology" [PWp.116)に慣れてきた読者は,ここに載せられている詩

作品に「脊異」な感じを持つであろう。そうした読者は,これらの詩に"ifitcontainsanatural

delineation of human passions, human characters, and human incidents" (PW p. 116)を問い直し,

探して欲しい。時として,作者が「下降し過ぎ」,又表現が「俗過ぎる」とし,又"notofsuffi-

cient dignity" [PW p. 116)だとして,読者は"the style in which many of these pieces are executed

(Pwp.116)を不可とするかも知れない。しかし,だからといって,即座に,軽卒に,誤った

判断を下してしまわないようにして欲しい,といった内容のものであった。

LyricalBalladsは1800年(実際には1801年1月)に2巻本となって新たに再出版されたO詩作

品も1798年版の23編に比べて,おおよそ3倍になった。いくつかの変化が加えられた。

Wordsworth, Coleridge双方の意向もあり, Wordsworthの名前だけが付けられた　Wordsworth

の詩-の試みが,長文のPrefaceとして,大胆に,提起された。 1802年版では,さらに3000語が

加えられた。およそ6000語に及ぶWordsworthの詩論Prefaceは,時代を越えようとする陣痛を

受けることになった。

Prefaceに従えば, Lyrical Balladsに示された詩作品の主要な目的は, "to choose incidents and

situations from common life, and to relate or describe them, throughout, as far as was possible in a

selectionoflanguage really usedbymen" (PWp.123)ということであり,そうした「事件や情況」

に"a certain colouring of imagination, whereby ordinary things should be presented to the mind

inanunusualaspect" [PWp.123)を投げかけるということであった。そのために, "Humble

and rustic life" (PWp. 123)が選ばれた。そうした環境では, "the essential passions of the

heart...are less under restraint, and speak a plainer and more emphatic language" (PW p. 125)と

考えられ, "the passions of men are incorporated with the beautiful and permanent forms of

nature" (pWp. 125)ということであった。人々は"hourly communicate with the best objects

from which the best part of language is originally derived" {pWp. 125)することになり,そして

そうした人々が置かれている「社会階級」からしても"being less under the influence of social

vanity, they convey their feelings and notions in simple and unelaborated expressions" ¥PW p.
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125)と考えられた。こういった人達の言葉は, "repeated experience and regular feelings" (PW

p.125)から生起するのであるから,詩人の言葉より, "a more permanent, and afar more philo-

sophical language" (PWp.125)なのだ。明らかに新しい"experiment　であった。並々ならぬ

決意であったろう。詩人と言えども,言葉において,きっと"mustoften,inlivelinessandtruth,

fall short of that which is uttered by men in real life, under the actual pressure of those passions

(PWp.138)と表明するに迄至る。詩人は「詩人のためにではなく,常民のために書くのだ。」

(pWp.143)それ故に,詩人は「常民のように己を表現しなければならない」 (PWp.143)と

あくまで一貫していく。こうした考えを具現する詩作品の題材には, "aforsakenIndianWoman",

"the Female Vagrant , "the old Huntsman", "the Idiot Boy", "the Mad Mother"などがよく扱

われた。 「貧しい」, 「淋しい」, 「悲しい」, 「不幸」そうなimageを読者に与えるものだった。

文体については,まず"personification"をほとんど用いないということであった。その目的

は"to imitate, and, as far as possible, to adopt the very language of men" (PWp. 131)というこ

とであり, "I have wished to keep the Reader in the companyofflesh and blood" (PWp.131)と

いうことであった。Wordsworthの視点は,あくまでも「人々の現実の言葉」であり, 「血のかよっ

た人間」であった。 "Poeticdiction"についても,やはりほとんど用いられないように配慮された。

理由は, "personification"の場合と同じとみてよい。 Wordsworthの使う言葉を"to bring my

language neartothe languageofmen" [PWp.131)という願いのためだった。こうすることによっ

て, "cut me off from a large portion of phrases and figures of speech which from father to son

have long been regarded as the common inheritanceofPoets" ¥PWp. 132)ということになった。

しかしWordswort恒ま"bad Poets　によって"foolishly repeated"される多くの表現に"feeling

of disgust" (PWp.132)を持ってしまっていたのだ。

散文の問題についても,思い切っていた。 "Some of the most interesting parts of the best

poems will be found to be strictly the language of prose when prose is well written" (PW p. 132)

と考え,それを詩作品で証明しようとした。 "A large portion of the language of every good poem

can in no respect differ from thatofgood Prose" [PWp. 135)と断言もした。

Wordsworthは, Lyrical Balladsに示された詩について, Wordsworth自身気づいていたいくつ

かの欠陥についても触れている。自分の連想作用については, "I am sensiblethatmy associa-

tions must have sometimes been particular instead of general, and that, consequently, givinig to

things a false importance" (PW p. 153)であると認めている。 "My language may frequently have

suffered from those arbitrary connections of feelings and ideas with particular words and

phrases" {PWp.153)ということを危供している。従って自分にとっては"tenderandpathetic"

(PWp.153)なものでも,それが読者にとっては"ludicrous"と感じられることがあるだろう。

そして, "Such faulty expressions, were I convinced they were faulty at present, and that they

must necessarily continue to be so, I would willingly take all responsible pain to correct" (PW p.

153)。 Wordsworthの謙虚さのあらわれである。しかし, "the critic ought never to forget that he

(3)



92 国際関係学部紀要

ishimselfexposedtothesameerrorsasthePoet,and,perhaps,inamuchgreaterdegree"(PWp.

153)とは,Wordsworthの秘めた,自負心の強い,挑戦的な性格が感じ取られはしないだろうか。

Wordsworthの意気込みでもあった。

W。rdsw。rthはPrefaceの中で,さらに,当時の英国社会や「文学・劇場芸術」-の危倶3),

韻文の問題,詩人と科学者4),詩人とは何か5),詩とは何か6),良い詩とは7),価値ある詩とは8),

ヽI
そしてWordsw。rthの作詩芸術の鍵9)に至るまで,綿綿と語り明かしている。ここでは,後に

theEdinburghReviewから攻撃を受けることになったいくつかの問題のうち,"dictionの問題と

"subject-matter"10)の問題を中心に,主たる関係があると思われる部分のいくつかについて確

認した。

18世紀に起った"periodicalreviewing"は19世紀の始めにその最盛期を迎えた。その中心と

なったのが,theEdinburghReviewである。18世紀にすでに活躍していた主なものには,the

MonthlyReview,theCriticalReview,theBritishCriticなどがあり,政治色を帯びたものには,the

AntijacobinReviewandMagazineなどがあった。雑誌としては,theGentleman'sMagazine,the

MonthlyMagazineがあった。TheEdinburghReviewは1802年Edinburghの地に産声をあげた。18

世紀"Scottishrenaissance"をすでに経験し終っていたが,"AthensoftheNorth'として,なお

知的,文化的活動の中心地であった。当時EdinburghはToryの治めるところであったが,liber-

alな,Whiggishな考えをする人達のcircleやsocietyも当然あった。そうした場所で,4人の若

者が出会うことになった。共に,弁護士あるいは弁護士志願であった。SydneySmith(31才)が

theEdinburghReviewの構想を持ち出しFrancisJeffrey(29才FrancisHorner(24才),Hen-

ryBrougham(24才)がこれに賛同した。出版者には同年輩の強力なArchibaldConstable(後に

theEncyclopeadiaBritannicaを出版)が選ばれた。"サ12)Economics,politics,science,andliterature

を批評対象として出発した。特色は,Monthlyとしてではなく,当時では唯一の"quarterlyreview"

として出発したことであった。理由は,"notdependentontheearlinessof[their]intelligence"13)

ということであった。又,鋭く思い切った批評を保証するため,執筆者の名前は,匿名とした。

4名で分担し,持ち寄った29編のreviewsは,"thelearningofthenewJournal,itstalent,its

spirit,itswriting,itsindependence"14)のすべてにわたって新しく,1802年10月10日に第1号が

出されるや,たちまち評判を得た。TheEdinburghReviewの批評姿勢は"severityであった。

こうしてtheEdinburghReviewは新しい時代を開いていったと同時に,文芸批評だけに限っても,

"therewereatleastsixtyotherperiodicalsbetween1802and1824"15)の中で,"themodelof

allReviewsofthenineteenthcentury"16)となった。以来1929年迄存続することになった。The

EdinburghReviewの第3号が出てから,"soleeditor"になったJeffreyは文学批評のほとんど全

てを担当した。Jeffreyの批評論調は,"サ17)
cannonandmortarsと例えられるものであった。

WordsworthとtheEdinburghRe〃iewとの関りは,1802年10月のtheEdinburghReview第1号で

始まった。この号で,SoutheyのThalabaを批評する場を利用して,Jeffreyはまず自分のneo-

classicaldogmatismを"Poetryhasthismuch,atleast,incommonwithreligion,thatitsstandards

(4)
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were fixed long ago, by certain inspired writers, whose authority it is no longer lawful to call in

question...." 18)と示したあとで, WordsworthやColeridge等を"the Lakers"という呼称で呼び,

"They constitute, at present, the most formidable conspiracy that has lately been formed against

sound judgment in matters poetical.… 19)と攻撃の口火を切った。次に対象をWordsworth個人

に向け,この"conspiracy　を具体的にWordsworthの"diction , …subject-matter", "social attitudes

の3点に絞って,批評を加えている。 `'Diction"に対するJeffreyのWordsworth-の攻撃は, "the

bold use of those rude and negligent expressions'20)が問題なのだとし,又Prefaceの中で,

Wordsworthが自分が詩作品に使う言葉は, "the language of the lower classes"なのだと明言し

ていることにも不満の攻撃を加えている。 21)

Lyrical Balladsが出版されたのは1798年,第二版が出たのは1800年,そしてこの時, theEdin-

burgh Reviewはまだ存在していなかった。しかし,後にtheEdinburgh Reviewを創刊することに

なった4名は,当時,決して大き過ぎることはなかったIiterarycircleでのLyricalBalladsの評

判について,無知であろうはずがなかった1800年のPreface, 1802年のPrefaceについての反

応がこうした形の批評となってあらわれたわけである。いくつか,別のこと22)を除いては,大

筋ではここまでであり,あとは, "they took the opportunity to have a side-swipe at Wordsworth,

and especially his Preface," (p.128)という態度をとった。 SoutheyはまだLake Districtに移っ

ていなかったし, Coleridgeはここで多くの詩を書いたわけでもなかった。それに詩風について

もいろいろ相違点を持ったSouthey, Coleridge, Wordsworthではあったが,この時から,ひと

schoolにしてtheEdinburghReviewによって,始めて``the Lake Poets"という呼称で呼ばれるこ

とになった。 WordsworthのPrefaceに対してthe Edinburgh Reviewが持った印象は,これは

"conceit" (p.125)だということであった。

Lyrical Balladsは1798年にまず500部が出版されたが,その大多数が売れ残ってしまい, Words-

worthやColeridgeと親交のあった出版元のCottleは一時破産。いくつか出た批評もよくなかっ

た。しかし,出版1年後の1799年秋頃theBritishCriticをはじめ,よい批評が出始めた。それと

同時に,売れ行きも伸びはじめ,版権を継いだLongmanは, 1800年に750部,さらに新しい詩を

加えた2巻本のneweditionを1000部出した。当時の出版部数からすれば,この数も少ないもの

であったが, the Monthly Reviewや,特にthe British Criticから長文の好意的な批評が出るにおよ

び, 1802年, 1805年と版を重ねるほどになった。しかし, LyricalBalladsの詩作品の評判と,

Prefaceに対する批評とは,一致しなかった。

PrefaceをLyrical Balladsに付けることについては, WordsworthとColeridgeの間に相違があっ

た。しかし,新たに出版されたLyricalBalladsには, Prefaceが付けられた　Wordsworthは"he

was foolhardy enough to try to dictate what was and what was not poetry," (p. 126)という行動

を取った。この試みは, 19世紀始めの多くの文学青年等から, "Wordsworth's analysis, in his

Preface, was the highest of pretension and conceit" (p. 126)と考えられてしまった。今日の立場

から考えれば,死後出版されたThe Preludeなどの分析研究からしても, Wordsworthは"was in

(5)
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many ways a hundred years ahead of his time as he was in his self-analysis in The Prelude,

which in many of its childhood insights pre-dated Freud" (p. 126)と評価を与えられるものであっ

た。近年アメリカの大学では, "the study of `creative writing', and all the analysis that goes with

it, isseen as aserious and proper subject," (p.126)ということが現状である。しかし,現実には,

当時, Prefaceについては, Wordsworthに"many unnecessary enemies" (p.126)をつくらせ,

"did him, and his poems, more harm than good" (p.125)という結果を招くことになった。

ByronはWordsworthを"an idiot"と皮肉っぼく決めつけた。 Prefaceの批評は"presumptuous ,

"vitriol", "pretension　といった言葉で表現されることがあった。

Ⅱ

1802年, Annetteの問題に区切りをつけたWordsworthは,同じ年Maryと結婚。 1803年に

Scotland旅行。この旅で, WordsworthとDorothyは同道したColeridgeと途中から別行動を取

る結果になってしまった。 1804年1月ColeridgeはLake Districtを去り, 1806年再びGrasmere

に戻るまでMaltaへ。 1805年弟Johnの死。見えはじめた詩力の衰え。表立ってきた"reactionary

の問題。 Wordsworthにとっては多事であった。

詩作品に関しては, LyricalBalladsの2巻本を出して以来,出版は全く止っていた。 7年間に

わたっていた。評判を得たLyrical Ballads,それに反し問題を深く後に残してしまったPreface。

Wordsworthの次の出版を待つ人達は多かった。出版者達や, Wordsworthの詩作品を楽しみに

する人達。しかし,手厳しく攻撃を加えるため,待機していた批評家も多かった。 Prefaceは多

くの敵を作ってしまっていたのだ。 WordsworthはそうしたIiterary circleの実状を,充分には,

察知していなかったのかも知れない。大哲学詩TheRecluseを念頭に,詩作に没頭した貴重な年

月であった。 1800年の当初は, Wordsworthにとって,詩人として,極めて,実り多い時期であっ

た　The Preludeは1805年に書き上げられていた。出版は死後と決められていた。 `The solitary

Reaper , `I wondered lonely as a cloud', `To the Daisy', `Resolution and Independence', `She was

a Phantom of Delight , `Elegiac Stanzas', `Among all Lovely Things', lode to Duty', `The World

is too much with me', the sonnet on `Westminster Bridge',そして`My heart leaps up',もこの

Wordsworth最盛期の作品であった　Wordsworthの評価を決めるような詩が書かれていった。

1807年の夏, Wordsworthはこうした作品の中から,長さ,内容,形式のそれぞれ異なった作品

113編を選び, the Poems in Two Volumesとして出版した。 Lyrical Balladsの`Tintern Abbey'に呼

応するかのように, `Ode: Intimations of Immortality'が詩集の最後に置かれた。

いくつかの批評が出された。待っていたと言わぬばかりであった。 1年間で10編程が出そろっ

た。 "Each one moreorlessslammedhim" (p.189)という結果が生じた。一般読者の反応も,大

方は"followed or even anticipated the reviews" 23)ということになった　Monthly Literary Recrea-

honsからはByronの筆によるものが出た。 Byronは"the greatest Wordsworth-hater of his age"

(6)



ワ-ズワスとエディンバラ　レヴューー厳しい鞭(山田) 95

(p.189)だった。結果は明白であった。かつてのWordsworthには不似合な"patriotic　な詩に

焦点を当てての批評であった　TheCriticalReviewからは意に反する結果が出てしまった。

wordsworthは良い批評・良い売れ行きを期待し, 1807年7月12日にFrancis Wranghamに手紙

を書き, the Critical Reviewの評者にWranghamの影響が及ぶようにと望みをかけたのだが,意

通じずして,結果は裏目になってしまった。

The Edinburgh Reviewから批評が出た_のは, Volume XL October 1807,においてであった。す

でに評判となっていたLyricalBalladsへの言及にはじまり,長文のものであった。要約に従えば,

Jeffrey said that Lyrical Ballads had been deservedly popular, but the new poems were child-

ish, tedious, miserable, disgusting, absurd; Wordsworth was obviously raving and many

lines simply made ncJ sense; the new school was perverse and in bad taste, and must be

killed off at once before it gained any more ground. Jeffrey went so far as to hope that these

new volumes would not sell in fact, he was convinced they would never sell and he

finished by looking `for a verdict against publication', (pp. 190-1)

というものであった。猛烈な批評であったと言うべきであろうか。まさに"attack"であった。

Jeffreyは評中"low, silly and uninteresting"とwordsworthの"subjects"に対して,再度不満

を示した。 lode; Intimations of Immortality'に対してさえも, "This is, beyond all doubt, the most

illegible and unintelligible part of the publication"　といった批評であった。 Jeffreyが評価した

のはsonnetだけであった。 Wordsworthは, "presumptuous　と大方から判断されたPrefaceの

問題があったのだから,多少の覚悟はいったのかも知れないが,それにしても, "Theworst,

most extensive and most damaging" (p. 190)な批評であった。

Wordsworthは批評を全て読んだわけではないと言った。中には人から話し聞かされたものも

あった。Wordsworthは批評を"stoicalに受け止めた。少なくとも表面的にはそうであった。"The

London wits and witlings were too busy running around from rout to rout in the senseless hurry

of their idle lives to have any time for love or reverence. The critics and the public would have to

be educated" (p. 191)とWordsworthは言葉を残した。内心, Wordsworthは深く傷ついていた。

すでに書き上げられていたThe White Doe ofRylstmeの出版を取り止めた。 LondonにいたCole-

ridgeの助けを得て,出版者との交渉は出版の方向に向っていた.Coleridgeの説得も効果はなかっ

た。家族の増加により,不便の多くなったDoveCottageから,大きい,新しい,近くのAllan

Bank-の引越しを控え,お金は特に必要であった。現実的になったDorothyの,願いを込めた

勧めにも, Wordsworthは決心を変えようとしなかった。間も無く完成できるところまで書き進

めていたThe Excursionの出版も, Wordsworthは取り止める決心をした。

Wordsworthが次の詩集を出版するまでに再度7年が必要となった。その間,散文を書くこと

もあった　ColeridgeがFriendの計画を持ったことがあり,それを手助けすることも理由の一つ

であった。詩才に衰えが目立つようにもなっていた。批評の矢面に立たされることを避けること

(7)
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もあったと思われる。 DorothyはWordsworthが散文を書くことによって,貴重な詩才を消耗さ

せていくことに,当然賛成できなかった。 1810年10月には, Coleridgeと一緒にLondonに向う途

中のBasil Montaguが, Wordsworthが君のことを,今では"an `absolute nuisance in the family'

だ, "`rotted drunkard'who had `rotted his entrails out by intemperance'" (p.205)だ,と言って

いたよというようなことを,舌足らずに,ふと話した言葉が発端となり,それまでの経緯もあり,

以後二人の関係は取り返えしのつかない状態になっていってしまった。不幸な悲しい出来事が重

なっていった。 Wordsworthの暮し向きは,経済的にほとんどいつも貧しかった。この時期,

Lord LonsdaleやDaniel Stuartに手紙を書くこともあった。 Lord Lonsdaleからは,年£100が送

られる計画が進んだ。 WordsworthがLord Lonsdaleの力添えによって, WestmorlandのDistrib-

utorofStampsの職を得たのは, 1813年3月のことであった。これは政府の仕事であった。公務

員になることであった。しかもこの地位は地方の有力者の口添えによって得られるものであった。

若い日のWordsworthを知る者にとっては驚きであった。 "London wits"は"William had sold

himself to the government and had become a Lowther lackey a social crime for which some of

them never forgave him" (p. 219)と反応した。

友人達が期待する中, The Excursionが出版されたのは1814年6月だった.ほぼ20年間あたた

めつづけられたWordsworth最長の作品であり,哲学詩The Recluseのあとにつけられるべき作

品であった。 Lord Lonsdaleに献じられた　Wordsworthは出版に先立ち, Londonの友人であり

詩人であったSamuelRogersに私信を送ることがあった。 5月5日であった。

I am about to print　(do not start !) eight thousand lines, which is but a small portion

of what I shall oppress the world with, if strength and life do not fail me. I shall be content

if the Publication pays its expenses, for Mr. Scott and your friend Lord Byron flourishing

at the rate they do, how can an honestPoet hope to thrive?

Wordsworthの真意が何であったのか。こうしたことを書き示すことによって,何が期待できた

のか。心情は理解できるにしても, "arrogant , "self-important　との批評は避けがたいものであっ

た　Wordsworthの性格に起因するものでもあっただろう。

1809年the Edinburgh Reviewに対向する意味で創刊された保守的なthe Quarterly Review等に見

られたように, Wordsworth批評に少し変化が出はじめた時期にもかかわらず, theEdinburgh

Review. Volume 24. November, 1814,の論調は一向に変化のきざしがなかった。再度長文にわたっ

た批評は,いきなり"This will never do"で始まった。 "Yetthere is occasionally very consider-

able force of writing and tenderness of sentiment in this part of the work　とか"some brilliant

and forcible expressions here and there"と幾分は認めるものの,

It is longer, weaker, and tamer, than any of Mr. Wordsworth's other productions; with less

boldness of originality, and less even of that extreme simplicity and lowliness of tone which

wavered so prettily, in the Lyrical Ballads, between silliness and pathos.

(8)
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と批評はつづき,

The case of Mr. Wordsworth, we perceive, is now manifestly hopeless; and we gave him up

as altogether incurable, and beyond the power of criticism….after all the admonitions he has

received, cannot possibly be expected to `change his hand, or check his pride,'upon the sug-

gestion of far weightier monitors than we can pretend to be…. Long habits of seclusion, and

an excessive ambition of originality, can alone account for the disproportion which seems to

exist between the author s taste and his genius;

とその論調は,やはり「攻撃」を思わせるものであった。理由がなかったわけではないJeffrey

以外にも好批評を書かなかった批評家達は,作品が形の上で"cumbrous"で,内容が"ditactic"

で"moralizing"で,文体は"littlebetterthan prose"であり, 「この作品は大作のほんの一部に

しか過ぎない」などと公言するのは"arrogance　だと決めつけたのだった。 25)

TheExcursionは確かに多くの欠点を持った作品だったかも知れない。長々と繰り返しの多い

ことも気になる所であった。しかし, Wordsworthが作品の中で扱っている人間は, "TheExcur-

sion,...is the poetic character of the poor, the ignorant, and the underprivileged in a way that no

English poemhas been beforeandsince　　ということである。貴重なことであった。しかし,

Jeffreyはこの点に関しても,先のThe Excursionに関するthe Edinburgh Reviewの中で, "....Why

should Mr. Wordsworth have made his hero a superannuated Pedlar?と理解を示さない。むし

ろ"it dealt with mean and low-born persons and their affairs that could not possibly be fit sub-

jects for poetry" 27)と冷笑さえするのだった。

The Excursionは売れ行きの面でも悲観的であった。 Wordsworthは随分努力をした。買っても

らえそうな裕福な友人に手紙を書いたり, CharlesLloydのような人に本を贈呈したりもした。 (p.

241)　ほぼ8ケ月後初版500部のうち300部が売れただけだった。厳しい批評と値段の高さが影

響した。出版社のLongmanは,作品が極めて長編であること, besLsellerにはなりそうもない

こと等を理由に,豪華なquartoで　guineaの値段をつけた。当時besLsellerだったScottや

Byronの本が一冊おおよそ2 - 3 shillingsだった。

The Edinburgh Reviewの批評に対して,つまりJeffreyの攻撃に対して, Wordsworthは,今度

は, "If the mind were under the power of the will I should read Mr. Je〃rey merely to expose his

stupidity to his still more stupid admirers. This not being the case, I shall not pollute my fingers

withtouchinghisbook"　と言葉を返した。感情の発露を言葉にしたのだ。しかし,もっと驚く

べきことは, 1814年12月15日のJames HoggからSouthey宛の手紙で示された事実であった。

I supped with him (Jeffrey) last night, but there was so many people that I got but little

conversation with him, but what we had was solely about you and Wordsworth. I suppose

you have heard what a crushing review he has given the latter. I still found him persisting

(9)
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in his first asseveration, that it was heavy; but what was my pleasure to find that he had

only got to the seventeenth division. I assured him that he had the marrow of the thing to

come at as yet, and in that I was joined by Mr. Ahnson.

JeffreyはTheExcursionを全て読んでしまわないうちにすでにあの批評を書いてしまっていたの

だ1814年12月31日のMrs.Clarksonへの手紙で,Wordsworthは

IsmiledatyournotionofColeridgereviewingtheEx(cursion)intheEd(inburgh).Imuch
ol¥doubtwhetherhehasreadthreepagesofthepoem,andJeff(rey)hasalreadyprintedoffa

Review;beginningwiththeseelegantanddecisivewords;`Thiswillnotdo'.ThesageCritic

thenproceedingtoshowcausewhy.ThispreciouspieceiswhattheCoxcomb'sIdolaters

callacrushingReview.

ColeridgeはTheExcursionには失望したことをWordsworthに1815年5月30日の手紙で直接告げ

るのだが,こうしたJeffreyのTheExcursionへの攻撃には立腹し,後にBiographiaLiterariaを書

き,Wordsworthを評価することになった。

良きにつけ悪しきにつけWordsworthは北国の人の特性を持っていた。強い性格で自分を支え,

自分に対する"posterityの評価を信じた。それを頼りに耐えた。批評には超越しているような

態度を見せた。批評を積極的に読むこともしなかった。乱されまい,負けまいとした。しかし,

重なる批評,攻撃には,ひどく悲しみ失意したことは当然であった蝪Wordsworthは,ALetter

toaFriendofRobertBumsの一件で,JeffreyをNapoleonやRobespierreにたとえ,"theleading

spiritwasthesameinthemallと嫌ったWordsworthはかつて公然と批評家に対抗するこ

とはなかった。WordsworthはJeffreyを中心とした批評家からの厳しい攻撃とは別に,友人か

らは励ましを受けることができた。自らへの励みとした。批評家というのは,つぎのような者だっ

た。

Theyarealtogetherincompetentjudges.Thesepeopleinthesenselesshurryoftheiridle

livesdonotreadbooks,theymerelysnatchaglanceatthemthattheymaytalkaboutthem.

Andevenifthiswerenotso,neverforgetwhatIbelievewasobservedtoyoubyColeridge,

thateverygreatandoriginalwriter,inproportionasheisgreatororiginal,musthimself

createthetastebywhichheistoberelished;hemustteachtheartbywhichheistobe

seen;this,inacertaindegree,eventoallpersons,howeverwiseandpuremaybetheir

lives,andhoweverunvitiatedtheirtaste;butforthosewhodipintobooksinordertogive

anopinionofthem,ortalkaboutthemtotakeupanopinionforthismultitudeofun-

happy,andmisguided,andmisguidingbeings,anentireregenerationmustbeproduced;and

if this be possible, it must be a work of time.
33)

翌年の1815年には,二つの詩集が出版された。一つはThe Collected Poemsで, Lyrical Ballads

の中の作品やその他の作品を`Poems of Childhood'とか`Poems of the Imagination'といったよう

(10)
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にして区分けし,再編したものであった。新しい詩もいくつか加えられた。 Dorothyの詩を3編

加えたことは新鮮であった。最大の注目はWordsworthが又新しいprefaceを付けたことであっ

た。彼はその中で,先の攻撃から自分と自分の詩を弁護しようとしたことと, `fancy'と`i-

magination'について自分なりの定義を長々と加えたことであった(p.240)　TheMonthlyRe-

viewはこのprefaceは"humility"と"clarity"に欠けるものと批評し, the QuarterlyReviewとの

合同批評で, WilliamLyallは「良く書かれているが,必ずしも常識的だとは言えない」,と

Wordsworthの"belligerence"を非難した。

5月にはWordsworthの自信と期待の作品The WhiteDoe ofRylstoneが,いよいよ出版された。

Wordsworthは自作品のうち最も良く書イナた作品の一つだと期待した。挿絵はSir George

Beaumontのものであった。 Edinburghで印刷され, Longmanからa slim quartoで出版された。

妻Maryに献じられたものであった。 The Edinburgh Reviewは, Volume 25. Octobeγ, 1815, m The

White Doeで, "This, we think, has the merit of being the very worst poem we ever saw imprinted

inaquartovolume…."と批評した。　guineaの値段も影響したのだろう。本の売れ行きは期待

に添わなかった。 Dorothyは悲しんだが,もう売れ行きのことで心痛めるのは止そうと心を決め

た。

For I now perceive clearly that till my dear Brother is laid in his grave his writings will

not produce any profit. This I now care no more about and shall never more trouble my

head concerning the sale of them. I once thought The White Doe might have helped off the

other, but I now perceive it can hardly help itself. It is a pity it was published in so expen-

sive a form because some are thereby deprived of the pleasure of reading it; but however

cheap his poems might be I am sure it will be very long before they have an extensive sale

-nay it will not be while he is alive to know it.... His writings will live-will comfort

the afflicted and animate the happy to purer happiness when we and our little cares are all

forgotten.
34)

TheEdinburgh Reviewから出た"the very worst.‥"という批評にもかかわらず,丁度,此頃か

ら, Wordsworth評価に変化の兆し,が見え始めた。 The Quarterly Reviewは"respectful"であっ

たし, The Monthly Reviewは「非難」することは止め　the Gentleman'sMagazineは"in a high

rank amongthe living Poets of his country　に, Wordsworthを位置付けるのだった。 TheEclec-

tic Reviewは"appreciative　だと評価し, Blackwood's MagazineははじめてWordsworthを"a

Master as well as a Poet"として扱った。 35)1816年the Eclectic ReviewはWordsworthをSouthey

と一緒に"twogreatest livingpoets"と評価し, Wordsworthに関しては,さらに"didactic"な

面はやはり批判しつつも,その人間の"heart"への迫り方には,卓越したものがある,と賞讃

した。 (p.274)

こうした評価の変化がどのような理由によるかを確定することは難しい問題であるが,考えら

れることは, 1816年のNapoleonの失脚以降,個人への攻撃,中傷,時には感情が表面に出過ぎた,

HE
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政治的にも急進的な評論が時代をリードした「ジャーナリズムの情勢は,政治の時代ではなく,

文学の時代へと様変りを見せ」36)始めていたことであった。Wordsworthは己を曲げず,己の信

ずる所を,執劫なまでに次のように堅持した。"Beforethepublic,resolutelygoinghisownw争y,

stickingtohispoeticlastandnotbeingdeflected,hehadtaughtreadersthetastebywhichhis

poetryshouldbeappreciated"(p.277)。そして"therehadbeenaloよthattheyhadenjoyedand

benefitedfrom,'つp.277)と人々は理解し始めたのだった。

1817年になると,賞讃,批判を織り交ぜて,ColeridgeはBiographiaLiterariaでWordsworth

を助けた。そのことは,"ItwasnotuntilhisBiographiaLiterariaappearedthatWordsworthwas

"37)
underst。。dと言われる程に,Wordsworthにとっては意義の大きいものとなった。当時Cole-

ridgeはWordsworthの"blindadmirer"ではなくなっていたので,Wordsworthの詩の問題点に

対する指摘も明確であった。それらはMoormanの表現を借りれば,"his`inconstancyof

style‥.betweenthebaldestmatter-of-factsimplicityandtheprofoundestgrandeur;hisinsistence

onminuteandparticulardetailsofplace,position,andappearance,…andatendencyto`thoughts

andimagestoogreatforthesubject'"38)ということに絞られるものであった。Coleridgeは

Wordsworthが詩作品に期待するような評価が得られないのは,LyricalBalladsに付けられた

Prefaceに対する"theunexampledopposition"にその本当の起因があるのだと指摘した39)そ

して想像力という点においては,Wordsworthは"standsnearestofallmodernwritersto

ShakespeareandMilton"と高い評価を与えた。

1818年になるとLecturesantheEnglishPoetsが出版された。Hazlittはその中でWordsworthを

"themostoriginalpoetnowliving-."と請えた。持前の鋭い批評でWordsworthの欠点にも触れ

ながら,Wordsworthは"LakeSchool"のIeaderとして,FrenchRevolutionに鼓舞され,Eng-

1ishpoetryを救済するに最も力あった者とした(p.278)そしてLakePoetsの果した功績を

こう評価した。

"Poeticalliteraturehad,towardsthecloseofthelastcentury,degeneratedintothemost

trite,insipidandmechanicalofallthingsinthehandsofthefollowersofPope.Itwanted

somethingtostiritup.TheDeucalionswhoweretoperformthisfeatofregenerationwere

thepresentPoeLLaureateandthetwoauthorsofLyricalBallads."(p.278)

この間,Wordsworthは詩集を出版していなかった。詩作もめっきり少なくなってしまってい

たRydalMountで,Wordsworthは"oneofhisfallowperiods,preoccupiedwithpolitics,

travellingorfamilyaffairs"(p.263)を経験していた。

1819年4月,ほぼ20年前に完成していた作品が出版された。1815年に計画を持ったのだが,悪

評つづきで,おそらく中断されたのだと思われるOこのPeterBell出版には良い事が起った。初

版の500部が二週間で売りつくされてしまった。こんなことは今迄に経験し得ないことであった。

"Williamhadthelastlaugh"(p.276)ということになった。批評には失望を隠さないものや厳

(12)
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しいものもあったが,多くはWordsworthを"agreatpoet　だと認め, peterBellを"amajor

work from a major poet" (p.276)と評した。出版の計画があった時, Reynolds, Shelley, Byron

によってparody化されたり, satireにされたり, Keatsによって匿名の批評が書かれたりしたの

だが, the Eclectic ReviewはWordsworthを"a poet, after all, cannot be laughed down" (p. 276)

と認めた。 Beaumontの挿絵が入り, Southeyに献じられたものだった。そして翌年, TheRiver

Duddonが出版された時,賞讃され, Wordsworthの評価は広く受け入れられ,文学的名声は確

立された　Wordsworth 50才の時であった　Duddon河は, WordsworthがHawkshead時代に初

めて訪れた河である。 Lake District屈指の美しい谷間を流れるこの河は,少年の日以来, Words-

worthの心を捕え,離れることがなかった。 33編からなるTheRiverDuddonのsonnet集は,そ

の時Cambridge University, Trinity CollegeのMasterであった末弟Christopher Words-

worthに献じられた。 Blackwood Magazineはこう許した_. "The Duddon poems showed there had

been `total failure of all attempts which have been made to check the fame of Wordsworth.'つp.

278)先のPeterBellとこのThe RiverDuddonとに対して, the Edinburgh Reviewからは批評が出

されなかった。

1820年,大陸旅行の帰路, ParisでAnnetteとCarolineに会った後, Londonを経てCambridge

に向い, Christopherに会ったことが一つの起因となって,一連のsonnetが書きつづけられるこ

とになった。 Wordsworthはthe church of Englandの歴史を詩に綴り, 1822年The Ecclesiastical

sketchesとして公にした。 Wordsworthのsonnetは既に評判を得たものであった。 The Edin-

burghReviewもかつてsonnetだけは誉めたことがあった。批評家達は好意を持ってこの出版を

迎え評した。ほぼ6年間,沈黙を守りつづけたtheEdinburgh Reviewは, November, 1822. Volume

Ill　で,過去にも遡り　PeterBell, Waggoner, The RiverDuddon, Ecclesiastical Sketchesそ

してMemorials ofa T紺γにも及んで批評した。 1813年Wordsworthがthe Distributor of Stamps

for Westmorlandになったことにも言及された。

The contact of the Stamp-office appears to have had nearly as bad an effect on Mr. Words-

worth. His Peteγ Bell and his Waggoner put his admirers, we believe, a little to their shifts;

but since he has openly taken to the office of a publican, and exchanged the company of

leechgatherers for that of tax一節therers, he has fallen into a way of writing which is equally

distasteful to his old friends and his old'monitors a sort of prosy, solemn, obscure, fee-

ble kind of mouthing,　sadly garnished with shreds of phrases from Milton and the Bible

-but without nature and without passion,　and with a plentiful lack of meaning, com-

pensated only by a large allowance of affectation and egotism. This is the taste in which a

volume of Sonnets to the River Duddon is composed and another which he calls Ecclesiastical

Sketches, and these precious Memorials of a Tour. The great characteristic of these works is

a sort of emphatic inanity a singular barrenness and feebleness of thought, disguised

under a sententious and assuming manner and a style beyond example verbose and obscure.

Most of the little pieces of which they are composed begin with the promise of some strik-

(13)
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ing image or deep reflection; but end, almost invariably, in disappointment having, most

commonly, no perceptible meaning at all or one incredibly puerile and poor and ex-

emplifying nothing but the very worthless art of saying ordinary things in an unintelligible

way and hiding no meaning in a kind of stern and pompous wordiness.

論調は少しも変っていなかった。厳しいものであった。 Wordsworthの詩作は極めて稀になって

いた1830年の始めまで新しい詩集は一冊も出版されることはなかった。過去の作品を改訂した

り, new editionにして出したりすることが新しい仕事になっていた。 TheEdinburghReviewや

Jeffreyとの問題は,従って,区切りとなっていった。 TheRecluseも進まなかった。

Ⅱ

ほぼ20年間に渡って, the Edinburgh ReviewがWordsworthを批評,攻撃しつづけた起因は,

Coleridgeも指摘したように, Prefaceにあった。 "Diction"の問題, "subject一matter　の問題であっ

た。そしてもうーっ, theEdinburgh ReviewがWordsworth批評・攻撃の的にしつづけた,

Wordsworthの"social attitudes　の問題も,深く根強いものがあった。 TheEdinburghReviewは

Whiggishな考え方をする批評誌であった。若き日には, "republican"であり, "radical"であっ

たWordsworthは,フランス革命後,年月を重ねるに従って, Tory-と"reactionary　な姿勢

を強めていった。このことは, theEdinburgh ReviewがWordsworthの"politics"を,不信を持っ

て, 「真底から憎み軽蔑した」 (p.279)としても理のあることであった。

Wordsworthの"reactionary　な面が最初に形を取って現われたのは, Lyrical Balladsの2巻

本を出した時であった。詩人Wordsworthへの力添えになろうと決めたColeridgeの知恵のもと

に, WordsworthはCharlesJamesFox等の有力者に,贈呈本を贈ったのだった。楯びるような

気拝を込めて,署名を付した手紙を添えて贈ったものだった。詩人として生きる者が,自分の作

品が,より多く,より広く行き渡り,より多く売れることを願うのは,自然なことであった。し

かし, 10年前には"the young rebel who went his own way, who hated the wealthy and powerful

(especially aristocrats and politicians), who had actively refused all help, all contacts with people

who mightdo him somegood" (p.127)であったWordsworthには,思いがけない行動であった。

大きな変化であった。この出版の成功への希求の強さでもあった。 "He was older now,

approachingthirty-one, either wiser or perhaps more worldly" (p. 127)ということでもあったの

だろうか。

詩作に耽り,年を重ねるにつれWordsworthの"reactionary　な態度・行動は定まっていった。

取り巻く環境もそれに呼応していった1805年,弟Johnの海難事故死は, Wordsworthには特

に掛替えのない弟であり,悲しい出来事となった。 Wordsworthに一層道徳的に生きる決心をさ

せることになった。 Wordsworthの人生態度は"becomingalmost a puritan" (p.174)といった

ものになっていた。 ColeridgeがMaltaに去った後, Lake DistrictでのWordsworthは,交遊す

(14)
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る仲間も,既にradicalistの熱情も消えたSoutheyや, Sir George Beaumont, Humphrey Davyそ

してWalter Scottなど,総じて安定したTory的発想の持ち主達であった。自分のことを"recluse"

と呼ぶこともあった。経済的に切迫していた時, the Distributor ofStampsの職を得たことは喜

びであった。しかしこの職業を得る経緯,性格から,反面多くの反感を招くことになった。

ShelleyはWordsworthを"a rebel from the cause o川berty 42)だと非難した。 Jeffreyは"blinded

by the possession of a sinecure place'つp.279)と責めた。しかし, Wordsworthは増々保守的に

なり, patrioticになっていった。自分の義務は"to support the Tories, the Established Church

and the LandedrGentry" (p.228)だと素直に信じた。 Wordsworthは自分自身の変化を理解して

いなかった。自分は,基本的には,変化していないと信じていた。自分は変わることなく国家の

自立と民主主義を愛する者だと思っていた。フランスへの"turncoat　を非難されれば,今も

"tyranny　を憎むことに変わりはなく, Napoleonには賛意を示し得ず,いつも自由を愛する者

だと答えた。 Wordsworthの考え方からは,かっての激しさは影を薄め, "moderation"を良しと

する姿勢が支配的になっていた。時代を大きく変えるような力には消極的になっていた。 "Fear"

を持つことさえあった。

Wordsworthは変っていった。それはWordsworthの生きた時代を象徴するかのようでもあっ

た。産業革命,フランス革命,そしてrailwaysと変化は止まることがなかった。価値観は目ま

ぐるしく揺れた。英国史の中でも,最も"drastic"な変化を示した時期の一つであった。社会が

揺れ,人心も揺れた。批難を浴びながら,詩人や作家達も,考え行動するところを変更していく

ことがあった。 「政治的軌道修正」, 「信条の変化」,はWordsworth一人の問題ではなかった。か

って"Pantisocracy"の実現をアメリカの地に求め, revolutionに熱血を沸かしたColeridgeにも

Southeyにも,それはあてはまることではなかったか　Wordsworthと生年を同じくするBeeth-

ovenにもそれはあった。 Southeyは開き直った。 "No more `ashamed of having been a republican

thanofhavingbeen aboy.'" (p.268)と。時代の流れであった,と言うことは許されないだろう

か。

Wordsworthには強い性格があった。 60才を過ぎても, 1日20miles以上歩こうと努力できる

体にも恵まれた。 (p.289) "Moralistic, strongand determined in mind and body" (p.208)とい

う特性を持っていた。 "Profounder and more ascetic solemnity" (p. 208)という徳性を備えていた。

"Passionate , "stern , "industrious"そして時に応じて,日常とは異って, "social"にもなれ

る性格を持っていた。土地の人達からは"eccentric　だと思われる所もあった。 "Arrogance"を

批難もされた。 "Alleged egotism", "arrogant egotism　が邪魔をすることもあった　De Quincey

は"Wordsworth was not aware of the irritation and disgust which he had founded in the minds

of his friends" (p.226)と自分の立場からだけのWordsworth描写を行なった　Coleridgeは

"hypochondria　ではないかと疑ったことがあった。 PeterBellを出版しようと計画した時には,

Keatsは"perverse　だとWordsworthの性格を形容した。 LyricalBalladsから,与えられるもの

の多かった"The Romantic Poets"も, Wordsworthの"pompous　で"didactic"なところには

(15)
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素直になれなかった。 Wordsworthには性格に強さがあった。

Wordsworthに対し, the Edinburgh ReviewはWordsworthのpolitics・reactionaryを"hate"

し"despise"するという批評・攻撃発想を,いくつか考えられたものの一つとして持った。.し

かし, Jeffrey自身は,それだけではなく,さらに別の視点を持って, Wordsworth批評・攻撃を

繰り返した。真意は別の処にもあった。 Jeffreyのく願い)はこうであき。

Jeffrey denied that his criticism had been inspired by politics and personalities. He just

wanted to keep Wordsworth in his place, to counter the worship of his admirers and help

him to rid himself of his faults and excesses, (p. 279)

Ⅳ

Wordsworthには自分に課した使命があった。 "AchosenSon"　であるとの自覚。 "Adedi-

cated Spirit" 44)にならなければならないという"vows　そして"bond"。 "The poet's soul was

with me at that time,/Sweet meditations, the still overflow/Of happiness and truth" 45)という

Cambridge時代。自分自身を"onlyasapoet" (p.262)として見つめ, "liveandworkonlyasa

poet" (p.281)という自分-の"vow　を貫いた生涯。

ColeridgeはWordsworthが真実の哲学詩を書くことを期待し,勧めた。 Shorter poemsを書き

つづけるのではなく,一大哲学詩TheRecluseを完成するように励まし,願った。 Coleridgeは

West CountryでWordsworthと友情を暖め,詩想を持ち合った頃, Wordsworthを讃え,やがて

Lyrical Balladsの2巻本が出版される運びになっていく時, Wordsworthの"public relations"の

役割をするのだと決心したことがあった。 46)批判者,噸笑者,そして諸々の攻撃からWords-

worthを守り, Wordsworthの詩を正しく人々に理解させようと力を貸した。いつまでもWords-

worthが"subject-matter"として"lowerclasses　の人々を扱うことに反対し,そうした主題か

らはやく離れることを願った。 47)1803年のScotland旅行での出来事があった後しばらくして,

ColeridgeがLake Districtを去る意向のあることを知った時, Wordsworthは1799年,寒い冬,

ドイツのGoslarで筆を起こしたThePreludeの完成を急いだ。そしてColeridgeに捧げた。

後年Wordsworthが詩を書くこともほとんどなくなってしまい,詩力も衰えてしまった時点で

も, DorothyもMaryも, WordsworthがTheRecluseを完成することを尚期待し,応援しつづけ

た　TheExcursionの完成を見たものの, The Recluseは遂に未完であった。

Wordsworthの生活は遣繰りを必要とする連続であった。 SoutheyもDe Quinceyも, Words-

worthはMary, Dorothy, Sarah,そして自分自身の恵まれた健康と,まれに見る程"lucky"だ

と思った。 Coleridgeも自分の結婚・家庭生活に引き比べ, Wordsworthの家庭を羨しいと思うこ

とがあった。思いがけないCalvertからの遺産, Lord Lonsdale, Sir George Beaumont等からの

重なる助けと励ましは確かに"lucky"であったが,しかし, Wordsworthはいつも貧しかった。

(16)
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例えば1808年を例にしたWordsworthの家族及び同居人構成はこうであった。 William, Mary,

4人の子供達(John, Dora, Thomas, Catherine), Dorothy, Sarah (Maryの妹, Coleridge,

彼の2人の息子(Derwent, Hartley,週末にやってきた, Mrs.Coleridgeと娘のSara (時々来

て一週間位滞在), 2人のservants　であった。 10人を越えているのは普通の状態であった。

Wordsworthが生涯にわたって持った職業はStamp Distributorの職だけであった。 Wordsworth

の最初の詩集出版にな・つた1793年のAn Evening Walk, Descriptive Sketchesに始まり, Lyrical

Balladsそしてその後とWordsworthは"never wrote for immediate fame, though he might have

written for immediate money" (p. 128)ということであった。 1808年のthePoems in Two Volumes

もDove Cottageが家族の増加で手狭になり,大きなAllan Bankの家に引越す必要に迫られ,ま

とまったお金の必要な時期であった。満を持して,期待を込めての出版は既に触れてきた通りで

ある。最初の詩集出版以来1812年までのほぼ20年間で, Wordsworthが詩集から得た収入は£

140であった。当時best-sellerだったScottは言うに及ばず,身近かにいたSoutheyと比較してみ

ても,それがいかに少額なものであったかがわかる。 1817年頃を例にするとSoutheyの年間約£

2000に対して, Wordsworthは約£20であった　wordsworthは勿論,質素・倹約であった。 "A

man of Letters…ought to be severely frugal"　という考えは, Wordsworthの"doctrine"であっ

た。 Wordsworthの用意できたお金とMaryの相続遺産そしてLord Lonsdaleの助けを合わせて,

1806年Ullswaterを見下すPatterdaleの土地を手に入れ得たことは,例外的な出来事であった。

何度も繰り返えされた転居も,良い住いであったが,常に借家住いの一生であった。 "Plainliv-

ingand highthinking"はそのまま現実であった。人からのアドヴァイスを得て, £500の鉄道株

を手にしたのは,評価の定まった1825年のことであった。

Wordsworthは1812年の始め,経済状態が極めて厳しかった時, Lord Lonsdaleに何か力添え

を得られるようなことはないかどうかとの手紙を書いたことがあった。 February6th1812の口

付けのものであった。その中で,文学は自分が生涯に渡って求めて止まないものであるが,いろ

いろ事情があって,お金にはなかなかなりにくい。自分の書く詩は時代の趣味に合わない。かと

いって,今評判を得ている詩人・作家達と喜んで心から交際する気にもなれない,と言ったこと

を伝えたことがあった。手紙に対する具体的な返信が得られなかった時,暗い気拝がさらに高じ

て, Londonの友人でthe Courierの編集をしていたDaniel Stuartに職の斡旋を願う手紙を書いた。

1812年秋の頃になっていた。

Now you know I live chiefly in a retired corner of the world, and therefore there is no

chance that I should hear of anything suitable, likely to become vacant, except through the

superior information of my Friends. Nor is there anyone to whom I can apply with greater

probability of receiving the requisite knowledge than to yourself.　Will you then be so

kind as to point out to me anything which is likely to answer my purpose that may come to

your knowledge.　Of course all this is between ourselves. I have no objection, I must add,

to quit this part of the Country, provided the salary be adequate, and the duty what I am

(17)
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equal to, without being under the necessity of withdrawing myself wholly from Literature,

50)

差し迫った決意であった。WordsworthはLakeDistrictを去ることを覚悟する程であった。.

Dorothyも"Livingwithageniusdidn'tpaytherent"(p.243)と悟り,15August1815のMrs.

CatherineClarksonへの手紙で,"Weshallnevergrowrich"と覚悟を決めるのだった。Words-

worthは,実は,自分の詩集の売れ行きの悪いこと,読者の好みを握み,応じる希望もないこと

等々,重なることが多く,もう出版することは止め,"retire"(p.242)しようと,真剣に考えつ

づけた。

WordsworthにはtheEdinburghReviewからの被害意識があった。H.C.Robinsonは,May13th,

1812,の日記にそれを書き留めた。"Wordsworthalwaysthoughtthathewasrobbedofjust

fame,and,consequently,ofhisjustemolumentbytheEdinburghReview'51)と印された。The

EdinburghReviewによって"Thiswillneverdo"と攻撃されたTheExcursionは,25年後には,

詩の読者からほとんど"Bible"のように愛読されるようになり,"W.'sconcernwiththespir-

itualdignityofthepoorearnedhimanhonorarydegreeatOxford."1839年のこと.であった。

その前年WordsworthはthenewUniversityofDurhamから既に"honorarydegreeを与えられ

ていた。TheExcursionは,読昔に,"notonlyhiscompassionforsufferers,butthat`delicacyto-

CO)
wardsaberrationsfromthestrictpath'を感じ取らせてくれると評価されたのだWords-

worthは"pleadsfor,andinthepersonsoftheWandererandthePastoroffers,forbearance,and

forgivenesswithitsconcomitant,hope"5^と理解されたのだDeQuinceyはWordsworthの名声

の過程を,1820年迄は"wastrampledunderfoot",そして1820年から1830年の10年間は"militant"

であったと表現した(p.279)1830年代のWordsworthの出版の売れ行きは,生涯最良のもの

であった。1843年Southeyの死。Wordsworthは,辞退しつつも,同年PoetLaureateに1850

年死と共に,かねて計画の通りMaryの手によってThePreludeの出版。Tennysonの時代の後,

1879年MatthewArnoldの撰による`GoldenTreasury'seriesのtheBestofWordsworthが評判を

得てbest-sellerになった(p.342)"Creed"が薄れ,"religiousdoubts"に揺れ動く時代の中で,

WordsworthはArnoldによってShakespeare,Miltonにつぐ詩人として再評価された1897年,

フランスの学者EmileLegouisはThePreludeの研究を終え,この作品の重要性と,Wordsworth

とを評価した。Wordsworthはかつて14February1815のR.P.Gillies-の手紙で,Jeffreyのこと

を"thegreatestDunce,Ibelieve,inthisIsland,"と呼んだことがあった。そのJeffreyは,1829

年Scotlandの弁護団のDeanになった。と同時に,theEdinburghReviewのeditorを辞した。翌

1830年JeffreyはCOurtofSession民事控訴院)のLordAdvocate検事総長)の地位についた。

最高位であった。同じ年"Lord"の敬称が与えられた。

事実は不可解であったRobinsonはNovember14th,1810の日記で,

SawColeridgeforthefirsttime....HerelatedtousthatJeffrey,theEditoroftheEdin-

(18)
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burgh Review had lately called on him and assured him that he was a great admirer of

Wordsworth's poetry, that his Lyrical Ballads were always on his table; that he (Words-

worth) had been attacked in the Review only because the Errors of Men and Genius ought to

beexposed.

とJeffreyが公にはしなかった別の面の貴重な記録を残している。 Robinsonは又October25th,

1814,の日記で, Jeffreyが望んだ意外な言動を記録している。

‥..Dined with Mr. Tillbrook of Peterhouse. He is an admirer of Wordsworth. He says that

Wilson,　the poet, assured him that Jeffrey, the Edinburgh Review, declared to him that he

is a great admirer of Wordsworth; and that he had attacked him, not because he himself

thinks lowly of him, but because the public think highly of him…. Jeffrey further asked WiL

son to introduce him to Wordsworth, which Wil豆on refused doing.

Wordsworthを案ずるSoutheyは, December 24th, 1814,のScott宛の手紙で, JeffreyがThe

Excursionについて所謂"crushing review"をしたことに言及し, "I heartily wish Wordsworth

may one day meet with him, and lay him alongside, yard-arm and yard-arm in argument." 58)と二

人の関係に道の開かれることを願った。しかし,二人はお互いに会うことはなかった。 Words-

worthはJeffreyのreviewを積極的に読むということもなかった　Gilliesへの, Friday 〔Sept.〕

19th 1817の手紙で,

I have not read Mr. Coleridge's `Biographia', having contented myself with skimming

parts of it; so that you will not be surprised when I tell you that I shall never read a syL

Iable of Mr. Jefferson Critique. Indeed I am heartily sick of even the criticism, of course

cannot humor an inclination to turn to the worst-"

Francis JeffreyはWilliam Wordsworthにとって厳しい"chief scourge"となった。 Francis Jef-

freyはそれを望んだのだった。
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